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私たちの町 ふるさと橘 むすび合って 支えあって

今年は梅雨明けが早く、８月上旬まで例年以上に酷暑が続きました。しかし、お盆の頃

には連日20度を下回る低温と冷たい雨。９月も寒暖の差が大きく、皆様におかれましては、熱中症に

気をつけたり、極端な温度差に上手に対応しながら毎日を過ごされていたことと思います。また、コロ

ナ禍で、多くの行事が中止になったり、外出も制限されたりする中、追い打ちをかけるように「まん延

防止等重点措置」が発令され、8/24～9/23の期間中は公民館も利用停止となり、団体利用の停止に加

え、各種事業も中止せざるを得ない状況になってしまいました。９月24日より利用が再開されました

ので、公民館と致しましても、皆様の安全、健康を第一と考えながら、皆様のニーズに応えられるよう

努めていきたいと思います。今後ともご支援ご協力をよろしくお願い致します。

年度途中ですが、人事異動が
《転入者あいさつ》

ありましたのでお知らせします。
池宮 みどり

10月１日より、富久山公民館か
退職（8/31） 阿久津香織

ら異動になりました。地域の皆様
家庭の都合により退職

のお役に立てるよう頑張りますの
転入（10/1） 池宮みどり

で、よろしくお願い致します。
富久山公民館 より

公民館主催事業が行われています
６月から公民館主催事業が始まりました。どの事業も募集と同時にすぐに定員を満たしてしまい、皆

さんの向学心の高さ、意欲に敬服しているところです。また、小学生対象の事業も即定員に達してしま

いました。希望されたのに叶わなかった方々、大変申し訳ありませんでした。コロナの影響で人数制限

があったことをご理解いただき、ご容赦下さい。

６/２2開講 受講生９名

６月～７月の毎週火曜日の計５回、舞木 和子先生を講師に、京雅張りの小おぼんを作り上

げました。硬いダンボールに和紙を何枚も重ね

貼りし、ゼラチン、ニスを塗りました。緻密さ

と根気強さが求められる作業でしたが、思い思

い の デ ザ イ ン

の、個性あふれ

る作品ができあ

がりました。
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｢橘ときめき大学」は､専門的な学習講座を通して豊かで生きがいのある人

生を送ることや、学び続ける楽しさ､学んで得る達成感を体感すること、学

６/12開講 受講生30名 んだことを自分の生き方や地域に活かしていくことを目的とした講座です。

第１回は、地域の歴史に造形の深い岡田峰幸氏

を講師に「江戸時代の疫病対策」というテーマで講演をいただきました。昨年10月

の館外学習に引き続いてのお

話は、コロナ感染拡大が収ま

らない現在、江戸時代の人々

の苦労に共感できる内容でした。

｢橘いきいき講座」は､心身ともに健康で豊かな生活を送るため、様

々な知識や技能の習得､趣味の拡大や健康増進の推進などを通して､仲

６/16開講 受講生30名 間づくりや地域社会への参加意欲を高めることを目的とした講座です。

第１回は、当公民館で毎月練習を重ねている「ひまわり会」の方々による大正琴の演奏を鑑賞しまし

た。美しい音色にのせた懐かしい曲に郷愁を覚えるとともに、とても癒される時間になりました。

｢橘おとこ塾」は､自分磨きと地域の仲間づくりを行い、健康で楽しい生活

を送れるようにすることを目的とした講座です。

６/27開講 受講生11名

第１回は、元FCTアナウンサーの宗方和

子先生を講師に「大人のための

朗読会」を開きました。ピアノ

の調べに乗せて心にしみる朗読

を聞いたり、全員で朗読したり

と、豊かな時間を過ごしました。

夏休み中の11日間、のべ118

名(小116･中2)の小中学生が公 青少年健全育成橘地区協議会主催

民館に来て、 「少年の主張コンクール橘地区大会」

勉強や読書に は、新型コロナウィルス感染拡大防止

いそしみまし のため、大変残念ではありますが、今

た。 年度も中止とし、作文審査と表彰を各

学校にお願いすることに致しました。
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